
　

令和6年度全国学力・学習状況調査結果報告【中間市】

１　小学６年生の状況
 ① 各教科区分の結果（全国の正答数を100とした標準化得点で比較）

 ② 調査結果について

２　中学３年生の状況
 ① 各教科区分の結果（全国の正答数を100とした標準化得点で比較）

 ② 調査結果について

　小学６年生の平均正答率は、国語、算数ともに全国平均とほぼ同程度でした。
  国語では、「書くこと」の内容で、算数では、「図形」の領域で全国平均を上回るなど成果が見られまし
た。
　一方、国語では、「読むこと」や「言葉の特徴や使い方に関する知識・技能」の内容、算数では「変化と
関係」や「データの活用」の領域に課題が見られました。
　なお、今年度、正答率（全国との比較）等から成果と課題が見られた問題は以下のとおりです。
【国語】
　○　目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を
　　工夫する問題（正答率63.1％【全国56.6%】）
　●　登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉える問題（正答率60.1％【全国66.9%】）
　●　漢字を文の中で正しく使う問題（正答率38.0％【全国43.4%】）
【算数】
　○　直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係について理解する問題（正答率75.7％【全国71.3%】）
　●　速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係について考察する問題（正答率64.6％【全国70.0%】）
　●　簡単な二次元の表を読み取り、必要なデータを取り出して、落ちや重なりがないように分析整理する問題
　　（正答率68.8%【全国73.3%】）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔○成果、●課題〕                                                                              

　中学３年生の平均正答率は、国語、数学ともに全国平均に及びませんでした。しかし、昨年度に比べる
と正答率が上昇し、全国平均に近付きました。
  国語では、「話すこと・聞くこと」の内容で、数学では、「データの活用」の領域で全国平均を上回るなど
成果が見られました。
　一方、国語では、「読むこと」や「我が国の言語文化に関する知識・技能」の内容、数学では「図形」や
「関数」の領域に課題が見られました。
　なお、今年度、正答率（全国との比較）等から成果と課題が見られた問題は以下のとおりです。
【国語】
　○　話合いの話題や展開を捉えながら、他者の発言と結び付けて自分の考えをまとめる問題
　　（正答率 51.5%【全国44.7%】）
　●　目的に応じて必要な情報に着目して要約する問題（正答率 34.8%【全国42.6%】）
　●　行書の特徴を理解する問題（正答率 70.1%【全国75.6%】）
【数学】
　○　複数の集団のデータの分布から、四分位範囲を比較する問題（正答率 54.5%【全国48.5%】）
　●　筋道を立てて考え、証明する問題（正答率 13.6%【全国25.8%】）
　●　一次関数について、式とグラフの特徴を関連付けて理解する問題（正答率 56.1%【全国 65.3%】）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔○成果、●課題〕                                                                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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 ３　質問調査等から見える課題

 ４　今後の取組

学力調査結果を基に、本年度後半において、中間市の小中学校では、以下のように取り組みます。


